






































代替ミニマム税（AMT=alternative minimum tax）は、連邦税である（IRC 















































・ 1969年ミニマム税の導入  、連邦議会は、1969年の税制改正法（Tax Reform 
















・ 1982年代替ミニマム税の改正  連邦議会は、1978年税制改正法（T
テ フ ラ
EFRA=Tax 
Equity and Fiscal Responsibility Act of 1978）を制定し、③1969年アドオン・
ミニマム税額を廃止した。
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・ 1986年代替ミニマム税の改正  連邦議会は、1986年に、継ぎはぎだらけとなっ
た連邦税法典である内国歳入法典（IRC=Internal Revenue Code）を新装した。


















（1）　See, e.g., Gabriel O. Aitsebaomo,“ The Individual Alternative Minimum Tax: An Argument 
in Favor of Repeal,” 74 UMKC L. Rev. 335（2005）; Brian L. O'Shaughnessy,“ The 





















却回収制度（MACRS=modified accelerated cost recovery system）のような連邦税法
（IRC）上の租特項目、課税繰延措置もタックスシェルターとなるが、法認されてい
る。これら広義のタックスシェルター項目・措置は、代替ミニマム税（AMT）上は
調整項目とされる。See, Terrence R. Chorvat & Michael S. Knoll, “Corporate Tax: The 
Case for Repealing the Corporate Alternative Minimum Tax,” 56 SMU L. Rev. 305（2003）.
これに対して、積極的な事業目的（business purpose）を欠きもっぱら租税回避目的
で行われる取引や契約などは濫用的タックスシェルターとされ、否認、附帯税の対
象とされる（濫用的タックスシェルターの定義については、See, IRS, Publication 550 
〔Investment Income and Expenses〕（2015）, at 28.）連邦財務省は、早くから「タッ
クスシェルター」規制についての検討を行っているが、必ずしもタックスシェル
ターと濫用的タックスシェルターとを厳密に区別して点検しているわけではない。
See, Department of the Treasury, The Problem of Corporate Tax Shelters- Discussion, 
Analysis and Legislative Proposals（1999）. ちなみに、事業体選択が比較的容易なアメ
リカにおいては、濫用的なタックスシェルター規制は、個人や会社/法人に加え、
パートナーシップにおける配賦規制（例えば、ノンリコースローンに起因する支払利
子の過大損失控除の利用規制）などにも及ぶ。See, Charlene D. Luke, “Of More Than 
























































（5）　連邦議会の下院歳入委員会（House Ways and Means Committee）、上院の財政
委員会（Senate Committee on Finance）、連邦議会上下両院協議会（conference 
committee）におけるAMT立法の動きについて詳しくは、See, Steven Maguire, “The 
Alternative Minimum Tax for Individuals,” CRS Report for Congress（September 20, 
2012, CSR, Library of Congress）.
（6）　See, Linda M. Beale, “Congress Fiddles While Middle America Burns: Amending the 
Amt （And Regular Tax）,” 6 Fla. Tax Rev. 811 （2004）; Daniel S. Goldberg, “To Praise 









 Ⓐ通常の課税所得額 (regular taxable income)  
±）Ⓑ調整項目（AMT adjustments）
＋）Ⓒ租税特別/租特項目（AMT tax preference items）





　　　（TMT=tentative minimum tax before FTC）
－）Ⓘ外国税額控除（AMT-FTC=AMT foreign tax credit）
　　Ⓙ試算ミニマム税額（TMT=tentative minimum tax after FTC）
－）Ⓚ通常の所得税額（regular income tax）
 Ⓛ代替ミニマム税額 (AMT= alternative minimum tax)  
納税者は、最初に、Ⓓ代替ミニマム課税所得額（AMTI）を算定する
ことになる。Ⓓ代替ミニマム課税所得額（AMTI）とは、その納税者の


































納税者は、Ⓘ外国税額控除（AMT-FTC=AMT foreign tax credit）の対象
となる税額がある場合には、その額をⒽ外国税額控除前の試算ミニマム税







控除限度額 ＝ 代替ミニマム税債務 × ─────────────











（nonrefundable personal tax credits）【例えば、子女養育費税額控除（Child 
and dependent care credit）（IRC 21条）、老年および障害者税額控除
（Credit for elderly and the disabled）（IRC 22条）、養子税額控除（Adoption 
（7）　したがって、Ⓚ通常の所得税額（regular income tax）から控除するのではない。
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マム課税所得（AMTI=Alternative minimum taxable income）を算出する場
合、Ⓚ通常の課税所得額から「Ⓑ調整項目（AMT adjustments）」を加算・
減算（±）したうえで、常に「Ⓒ租特項目（AMT tax preference items）」
を加算（＋）することになる（IRC 55条ｂ項２号、財務省規則 1.55-1）。
そこで、以下に、「Ⓑ調整項目（AMT adjustments）」および「Ⓒ租特項







①全納税者適用調整項目（AMT adjustments for all taxpayers）
②非法人納税者適用調整項目（AMT adjustments for noncorporate taxpayers）
③法人納税者適用調整項目（AMT adjustments for corporate taxpayers）
①全納税者適用調整項目
全納税者適用調整項目（AMT adjustments for all tax payers）とは、Ⓛ
代替ミニマム税額（AMT）の計算にあたり、法人か非法人かを問わず、
納税者が、Ⓓ代替ミニマム課税所得（AMTI=Alternative minimum taxable 
income） から加算・減算 （±） の調整をするように求められる項目である。
主要なものとしては、次のような項目をあげることができる。
【図表７】全納税者適用調整項目






ついては、修正加速度原価償却回収制度（MACRS=modified accelerated cost 
recovery system）の適用が認められる。これに対して、Ⓓ代替ミニマム課税所













ミニマム課税所得（AMTI=Alternative minimum taxable income）の計算におい
ては、その差額を調整するように求められる（例えば、IRC 56条ａ項６号およ
び同条ｂ項３号）。
・ 長期請負契約（Long-term contract）　納税者は、長期請負契約（long-term 
contract）について、Ⓚ通常の所得税額（regular income tax）の計算において












・ 純損失（NOL=Net operating losses）　納税者は、Ⓚ通常の所得税額（regular 
income tax）の計算において控除が認められる純損失（NOL）について、Ⓓ代替
ミニマム課税所得（AMTI=Alternative minimum taxable income）の計算において
は、一定の場合には調整するように求められる（IRC 56条ａ項４号・56条ｄ項）。
②非法人納税者適用調整項目
非 法 人 納 税 者 適 用 調 整 項 目（AMT adjustments for noncorporate 
taxpayers）とは、非法人（主に個人）納税者が、Ⓓ代替ミニマム課税所
























(c)  適格住宅利子（Qualified residence interest）：個人納税者は、適格住宅













(d )  医療費控除（Medical expenses）：個人納税者は、Ⓚ通常の所得税額
（regular income tax）の計算において、項目別控除で差し引くことができる









・ 人的控除および扶養控除（Personal deductions and dependency exemption）
個人納税者は、Ⓛ代替ミニマム税額（AMT）の計算において、Ⓚ通常の所得税
額（regular income tax）の計算において所得控除（income deduction）として
認められる人的控除および扶養控除を一切認められない（IRC 56条ｂ項１号E）。
したがって、加算調整（＋）が必要となる。











・ 流通、研究、試験費（Circulation, research, and experimental expenses）
　 個人納税者は、Ⓚ通常の所得税額（regular income tax）の計算において控除で
きる流通、研究、試験費について、Ⓓ代替ミニマム課税所得 （AMTI=Alternative 




法人納税者適用調整項目（AMT adjustments for corporate taxpayers）と
は、法人納税者が、Ⓛ代替ミニマム税額（AMT）の計算において、Ⓓ代

























（gross income）から、通常の控除項目〔事業上通常かつ必要な費用（ordinary and 
necessary expenses）〕に加えて、欠損金や特別控除項目〔例えば、受取配当控除




4 4 4 4 4
共通である。
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・ 一定の私的活動債にかかる非課税受取利子（Tax-exempt interest on certain




・ 不動産および賃貸動産の加速減価償却（Accelerated depreciation of real 
 property, leased personal property）　1986年以前に使用開始した不動産並び
にリース動産の減価償却について、Ⓚ通常の所得税額（regular income tax）の


























































































































マム税控除：個人等用（Form 8801: Credit for Prior Year Minimum Tax: 
Individuals, Estates, and Trusts）〕を、様式1040〔連邦個人所得税申告書





















者には、通常の所得税制（regular income tax）上の項目別控除（itemized 
deduction）ないし標準控除（standard deductions）、さらには人的控除や













委員会（U.S. Congress, Joint Committee on Taxation）によると、今後3,000
万（全納税者の５分の１程度）を超える納税者にとり、代替ミニマム税
（10）　See, Samuel A. Donaldson, “The Easy Case Against Tax Simplification,” 22 Va. Tax 
Rev. 645（2003）.
（11）　See, Michael D. Kim, “The Downward Creep: An Overview of the AMT and Its 


















（12）　See, U.S. Congress, Joint Committee on Taxation, Present Law and Background 
Data Related Federal Tax System in Effect for the 2009 and 2011, JCX-19-10 （March 
22,2010）.
（13）　See, e.g., Stanley Veliotis, “AMT with No or Trivial Transactional Preferences: The 
Regular Tax Rate Schedule as an Implied AMT Preference,” 69 Tax Law. 731 （2016）.
（14）　See, Leonard E. Burman et al., “The AMT: What’s Wrong and How to Fix It,” 60 
National Tax J. 385 （2007）.
（15）　租税歳出の概念形成にあたっては、財政学者スタンリー・サリーの貢献によると
ころが大きい。See, Surry & P.R. McDaniel, Tax Expenditures （Harvard U.P., 1985）; 







（16）　See, James R. Hines Jr. & Kyle D. Logue, “Understanding the ATM, and Its 
Unadopted Sibling, the AMxT,” 6 J. of Legal Analysis 367 （2014）; Gabriel O. 
Aisebaomo, “The Individual Alternative Minimum Tax: An Argument in Faber of 
Repeal,” 74 U of Mo. Kansas City IL. Rev. 335 （2005）. ちなみに、先の大統領選挙時
に、ドナルド・トランプ候補は、法人減税に加え、代替ミニマム税（AMT）廃止を
選挙公約として打ち出していた。しかし、大統領になった現在、AMT廃止は、租税
歳出の徹底的な整理・縮小や代替財源の確保に加え、連邦議会の承認を得るのも至
難であり、現実的ではないのではないか。
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